第７回新城市若者議会
　　　　　　　　　　　　　　　　平成２８年８月２６日（金）午後７時～午後８時１８分

　　　　　　　　　　　　　　　　新城市議会　議場

　　　開　会　　午後７時00分

○村松里恵議長　若者議会議長の村松です。
　若者議会条例第６条第１項に基づき、本日の進行を務めさせていただきます。

　ただいまから第７回新城市若者議会を開会します。

　５月３０日に、この議場で第１回若者議会が開催されました。若者委員一人一人が所信表明をさせていただき、新城市の未来に対する若者の思いを語りました。

　その後、私たちの思いを実現するべく、さまざまな活動をしてきました。本日は第７回若者議会ということで、私たちが今まで検討してきた政策の内容を報告させていただきたいと思います。

　本日、４つの政策に対し、さまざまな御意見や御提案をいただき、再度検討し、１１月の市長に対する政策答申に向けて真剣に議論していきます。

　お手元の順序表にありますように、４つのチームごとに政策発表をさせていただきます。政策発表の時間は１チーム５分以内、その後、１０分以内の質問、提案の時間を設けます。市の執行部から、発表した政策に対し聞きたいことやアドバイスをお願いします。質問等が終了した後、各委員は自席に戻り、１０分以内で政策の方向性について検討し、決定します。

　初めに、図書館チーム、キューピーです。メンバーは浅井委員、鈴木委員、井上委員、加藤翔委員、加藤沙也果委員。メンターとして、浅井さん、伊藤さん、鈴木さん、金子さんです。政策名は図書館リノベーション事業です。よろしくお願いします。

○鈴木翔子委員　今から図書館チームの政策発表を始めます。私たちチームキューピーは新城図書館のリノベーション計画に参画しています。新城における公共施設、新城図書館が地域の人々にとって利用しやすいいやしの場となることを目標に掲げ、プレゼンテーションを展開していきます。

　また、ここでのいやしの場の定義を、おのおのにとっての利用しやすい空間とします。この事業の目的は、あらゆる世代がいやしの場所と思える空間にすることです。誰もが快適に利用できる図書館にするだけでなく、さまざまな世代のニーズに応え、図書館の利用率や貸出数のアップなど、多くの市民の生活の一部に、図書館が選択されるようなリノベーションを目指します。

○井上友誉委員　目的を果たすための政策に向けて、実際に図書館を利用する方々に調査を行いました。行った調査は現地視察、意見交換会、アンケートです。

　まずは現地視察結果についてです。実際に図書館へ行った結果、静か過ぎて物音が気になる、勉強する学生がメーンの空間になっている。開架図書が少ない。机、椅子のサイズが小さいので長時間の閲覧には不向きなどの問題点があることがわかりました。
　次に意見交換会についてです。新城協議会の方々と意見交換会をした結果、入り口が暗くて入りづらい、図書が少ない、子供が少し騒いだだけでひどく注意されたなどの意見がありました。子育て世代の方との意見交換会をした結果は、トイレが暗くて利用しづらい、絵本が分散して配置されているので不便、ブックカートがあれば手軽に利用できる、子供用の机、椅子が欲しいという意見がありました。

　そして、アンケート調査についてです。対象を新城高校、新城東高校の全生徒とした学生アンケートを行いました。アンケートの問８では、席で飲み物が飲めるようにしてほしいという意見が最も多く、ほかにもすわり心地のよい椅子やソファが欲しい、気軽に会話ができる空間をつくってほしいという意見がありました。そのほかにも、スタッフおすすめの本の紹介コーナーや、来館者のおすすめの本や感想を紹介できるスペースの設置、勉強する学生がメインの空間になってしまっている、開架図書が少ない、机、椅子のサイズが小さいので長時間の閲覧には不向きという意見がありました。

　ここで、調査から見えた現状課題を取り上げます。快適に利用できる空間になっていない、開架図書をふやしたいがスペース不足、図書を手軽に安心して借りることができる環境づくり、人と図書、人と人とのコミュニケーションを促す図書館の必要性という課題があることがわかりました。

○浅井謙吾委員　次に、調査から見えた現状課題を踏まえ、これらを解決するために、次の政策を提案します。まず初めに、さまざまな世代の利用に配慮した環境をつくります。先ほどのこれまで行ってきたアンケートや意見交換会などのほかに、これから行っていくアンケートなどにより、市民の方々の意見を取り入れ、さまざまな世代のニーズに応えた環境をつくります。

　次に、ゆっくり読書のできる空間を提案します。現状として、ゆっくり読書のできる場所が少ないという意見がありました。解決策として、ソファ席を確保することにより、このゆっくり読書のできる場所を実現します。

　次に、魅力的な本の配架を提案します。これまで視察を行わせてもらった海老名市立中央図書館では工夫された本の配置や見せ方がありました。これを新城図書館に取り入れることにより、利用者に本と積極的に会える環境をつくり、人と本との出会いを促します。
　この政策による効果、成果として、閲覧エリアの環境整備が整うことで、利用者が図書館を長時間利用することができるようになります。また、開架スペースを広くすることで、閉架を減らし、開架率を高めることができます。

　ほかには図書の利用が少ない１０代、２０代を初めとした各世代の利用者の貸出数がふえ、全体の貸出冊数が増加します。そして、さまざまな世代が日常的に集まり、それぞれのいやしの場として利用できる場となります。これが未来の新城図書館です。

　御清聴ありがとうございました。

○村松里恵議長　次に、この政策に対する質問や提案等があればお願いします。
　請井教育部長。

○請井洋一教育部長　それでは、いただいた政策提案について、何点か質問をさせていただきたいと思います。
　まず、１点目ですけれども、先ほどあらゆる世代にとってのいやしの場所ということで、それについてはおのおのとっての利用しやすい空間ということを説明いただいたと思います。それについて、資料等を読ませていただきまして、今のスライドでもありましたけれども、席で飲食ができたり、ＢＧＭがあったり、ソファがあったり、そういったことが達成できれば、いやしの場、全てのあらゆる世代にとってのいやしの場所に近づくという考え方でいいのでしょうか。まず、これが１点目です。１点ずつでよろしいですか。では、この１点をまずお願いします。

○村松里恵議長　図書館チーム。

○浅井謙吾委員　１階の閲覧スペースには読書をする人や雑誌や新聞を読む人、勉強をする人、ドリームサロンを利用する人など、いろんな世代の方々が現在、図書館を利用しています。学生アンケートなどでとったＢＧＭを流すや、飲食ができるスペースをつくるというのは、学生たちにとってのいやしの場所をつくるのには必要なことですが、そのほかの子育て世代やビジネスマンなどの利用には癒やしの場所というところでは近づいていないと思います。

　そこで、ほかのアンケートや意見交換会などを通して、いやしの場所に近づくための政策を考えていこうと思っています。

○村松里恵議長　請井教育部長。

○請井洋一教育部長　ありがとうございました。
　あらゆる世代ということで、若者から高齢者、男性、女性、いろいろありますので、そういったいろんな方の、使われている言葉でいいますと、ニーズに対応できるような場所となるようなリノベーションを目指していただければというふうに思います。

　関連いたしまして、特にドリームサロンについては、子育て世代の方々の意見を聞いていただいているということですが、今、入って右手のところにドリームサロンがありまして、そちらのほうに児童図書を初め、今、図書館祭りでいろんなミニ本ですとか、そういったものも展示させていただいておりまして、その一画を含めて、ドリームサロンの扱いについては、図書館におきましても、今まで以上に充実したものにしていきたいと思っておりますので、特にこのあたりについては、図書館の担当者と一緒に、今の形を充実、発展させるような形で御検討いただきたいと思います。この点はいかがでしょうか。
○浅井謙吾委員　ありがとうございます。これらの意見を参考にし、これからの政策に取り入れ、政策をよりよいものにしていきたいと思います。ありがとうございます。

○村松里恵議長　請井教育部長。

○請井洋一教育部長　それでは、３点目の質問をさせていただきます。

　きょう、資料もいただきまして、図書館のほうを若者議会の委員の皆さんが見ていただいたということで、その視察のまとめもいただきました。その資料によりまして、皆さんが発見した、図書館でのこういうふうにしたらいいという課題は私も理解できました。目にさせていただきまして、この点はわかりましたので、この一覧というか、図示していただいたものが皆さんが感じた、足りないところというのですか、ニーズのずれというものにも合致するものだというふうに思います。こういったことを踏まえて、特に皆さんのような若者が図書館を利用していただくため、利用を促進するためには、具体的に何が必要だというふうにお感じになりましたでしょうか。この点をお伺いします。
○浅井謙吾委員　ちょっとメンバーたちと話し合いをさせていただきたいので時間をいただけませんでしょうか。
○村松里恵議長　どうぞ。

○浅井謙吾委員　ありがとうございます。

　　　（相談）
○浅井謙吾委員　時間をいただきありがとうございます。
　その具体的に何が必要かというものには、まだ確認ができていないので、これからの政策に取り入れていこうと思います。ありがとうございます。

○村松里恵議長　請井教育部長。

○請井洋一教育部長　ありがとうございます。今のような視点もちょっと頭に入れていただいて、検討を進めていただければありがたいと思います。
　質問は以上で、提案ということで１点だけお話しさせていただきたいと思います。先ほど、ちょっと申し上げましたけども、今、図書館祭りをやっております。図書館祭りにつきましては、いろんな企画をすることによって、本の楽しさだとか魅力に触れていただきまして、読書のきっかけづくりというようなことも目的としております。

　企画、イベント、こういったものを若者の視点で取り入れて、何かリノベーションというところから少し視点が違ってくるかもわかりませんが、いろんな企画をしていただいて、若者がもっと利用しやすいようなこと、そういったことも、これをきっかけに企画していただいて、自分も利用する、周りの若者ももっと図書館を利用する、そういった動きというものも御検討いただければということ、これは提案とさせていただきますので、また考えていただければありがたいなというふうに思います。

　以上です。

○浅井謙吾委員　ありがとうございました。

○村松里恵議長　和田教育長。

○和田守功教育長　本当に千人に近いアンケート、高校生のアンケートをとっていただいて、大変だったと思います。ありがとうございました。

　こういった中で、市のですね、図書館をできるだけ多くの皆さんと同じように市外の方々にも使っていただきたい。そして、楽しんで活用して、市民の文化の一辺として担うしっかりとしたものになってほしいなと、同じぐらい思います。
　このアンケートの中の、まさに問１ですね、高校生が図書館の利用ということで、ほとんど利用しない、一度も利用しないという方々が６５％、１０人のうち６人、７人が使っていないということなんですが、ここらあたり、いわゆる飲んだりすることで、皆さん、どうでしょうか。その辺、ちょっと心配がありますし、それから皆さん自身の読書体験を見ても、小学校低学年や幼児のころ、小学生のころ、非常にたくさんの本を読んでいたと思うんですよね。それが中学、高校に行って、若干本を読まなくなっているという状況があるというふうに思いますので、一番、本のスタートである、幼児や小学校の低学年の、そういった子供たちが親御さんと一緒に図書館を利用できるというような、そんな空間を充実していくと、きっと中学生、高校生になっても、それが引き続きできるような、皆さんが考えるようなスペースというか、アイデア、企画がまた生まれてくるんじゃないかなということも思いますので、そういった、あらゆる世代という部分で、下の部分、根っこの部分を考えて、答えにしていただけるとありがたいなと思います。
○浅井謙吾委員　ありがとうございます。

○村松里恵議長　時間となりましたので、これをもちまして、質問、提案を終了します。

　次に政策の方向性を検討いたしますので、図書館チームは自席にお戻りください。

　それでは、１回目の意思表示を行います。若者議会の委員の皆さんにお尋ねします。この図書館リノベーション事業について、発表された政策の概要に対し、納得し、市民におおむね説明できる方は青を、できない場合は赤のカードを席のホルダーに差してください。

　　　（カード挿入）
○村松里恵議長　この図書館リノベーション事業に対し、意見がある委員はいらっしゃいますか。
　中谷委員。

○中谷裕次市外委員　私はこの事業に関して賛成です。というのも、実際に海老名のほうの図書館に皆で見学に行ったんですけど、ＢＧＭが流れている空間というふうなものは非常に心地よくて、全世代に対して受けもよかったです、実際に。ただ、当然、集中される方々もいらっしゃるので、そういうふうな音の流れている場所と流れていない場所をしっかりと空間分けしているということも、私たちは学んできました。そのことも多分、お伝えはしていないかもしれないですけれど、図書館の今回のチームの方々は認識していると思うんで、うまくそういうふうなリノベーションをしてくれると思っていますので、私は賛成です。

　以上です。

○村松里恵議長　ほかに意見のある委員の方はいらっしゃいますか。
　中村委員。

○中村春斗委員　僕も学生という立場で日々、テスト週間などは使わせていただいていますが、席での飲食はできないということはとても、休憩中にすぐに自販機のほうに行かなければならないというのは、すごく手間となってしまっているので、席での飲食ができるようになれば、それはとても高校生などはよく来ると思いますし、いいことだと思います。

　ドリームサロンについても授乳室があればいいということが書いてありましたが、それについても、海老名の図書館にもありましたので、そうすればもっと幅広い世代にいい影響が及ぶのではないかと僕は思います。

　以上です。

○村松里恵議長　ほかに意見のある委員の方はいらっしゃいますか。

　山﨑委員。

○山﨑ランサム窓香委員　方向性には賛成なんですけど、１つ提案をさせていただきたいなと思っています。利用時間を長くしてもらおうとか、そういうふうに長い間、図書館に滞在してもらうという目的もあるというふうにとれたんですけど、そういうときに、例えばサークルＫとかで御飯を買ってきて、それで図書館で食べて、また継続して図書館を使うというのがあると思うんですけど、そこで１つ私が気になったのが、ふだん、図書館を利用していてということなんですけど、コンビニとかのごみが結局、図書館の中で食べたはいいんですけど、図書館を少し出たところの駐輪場のところにある自販機の横にぶわって捨ててあるんですね。だから、そこを１つ視点に入れてもらって、図書館でごみ箱を設置するとか、ごみの管理をどうしてもらうかというところもちょっと考えていただきたいなと思います。長時間利用するということは、イコール、だんだんごみとかも出てくるだろうし、飲食を許可するということも、そういうところにつながってくると思うんで、そこの対処を考えに入れていただきたいです。
○村松里恵議長　ほかに意見のある委員の方はいらっしゃいますか。
　全員、青なので、この図書館リノベーション事業につきましては、このままの方向性で進むことを決定しました。今後、若者議会から市長への答申事項として、より精度を高めて検討していくことにしたいと思います。

　承認いただける方は拍手をお願いします。

　　　（拍手）

○村松里恵議長　図書館チームの発表が終わりました。

　続いて、まちなみ情報センターチーム、ハッピーターンです。

　私はこのチームに所属しており、メンバーとともに発表の場に立ちたいので、前田副議長に進行をお願いしたいと思います。

　前田副議長、よろしくお願いします。

○前田康太副議長　副議長の前田です。村松議長と交代し、進行を務めますのでよろしくお願いいたします。
　改めまして、まちなみ情報センターチーム、ハッピーターンです。
　メンバーは北尾委員、多田委員、柴田委員、村松委員、熊谷委員。メンターとして、山本さん、鈴木さん、植田さん、池田さんです。政策名はハッピーコミュニティ応援事業です。よろしくお願いします。
○北尾希穂委員　こんにちは。まちなみ情報センターチームです。

　ただいまから、私たちの考えた政策について発表させていただきます。

　最初に、目的について説明させていただきます。私たちは新城市の若者がこれからも新城市で過ごしやすいまちにしていくことを最大の目的としています。

　まずは、市内の若者に新城市の魅力を知ってもらうことが必要であると考えたのが、昨年度になります。今年度、さらに追求したいことは、若者同士のより活発なコミュニケーションを発生させたいということです。若者が集まり、そこで新城市の魅力やイベントなどの情報が交換されるようにします。また、コミュニティの存在が新城市の若者にとってのいこいの場としての機能になり、そこでの交流が新たな魅力となります。
○貝崎樹委員　コミュニケーションが発生することにより、自発的な活動が行われ、若者によるイベントが企画されたり、新城市が若者が活躍するまちになっていきます。いずれは世代をまたいだ交流が行われていくことになり、それは新城市の若者がこれからも新城市を過ごしやすいまちにすることにつながります。

○多田琴香委員　次に、政策の概要について説明させていただきます。新城市の若者が活発なコミュニケーションを行う場所として、まちなみ情報センターに若者が集まりやすいしかけをつくります。２０１５年度の政策により、ハード面での整備が進み、気軽に集まり、使える空間ができ上がりつつあります。その上で、今年度は足りないハード、プラス、ソフト面を充実させます。施設の利用方法などが一目でわかりやすい、外看板を設置します。館内の利用案内についても、イラストを多用するなど、イメージをよくします。室内の時計設置箇所など、利用者目線で館内の模様がえを引き続き行います。施設の愛称やメンバーズカードのデザインを募集します。施設の利用方法の見直しを行います。
○村松里恵委員　１階をにぎやかにし、人が入りやすく、交流が生まれるような階に位置づけます。ボードゲーム等を置いて、若者が訪れたくなるようにし、月々にイベントを開催して、知らない人とも交流が持てるような階にします。

　また、ジャンプやマガジンといった週刊誌などの漫画を読み終わったものを寄附してもらうようにし、費用がなるべくかからないようにします。

　これらは集まる場所がないという新城市の若者の声を取り入れています。

○熊谷実紀委員　２階は勉強を教え合う階に位置づけます。静かに勉強をする場所は図書館なので、まちなみ情報センターの２階は学生同士で勉強を教え合えるような空間にします。学校ごとのテスト対策をしたまとめなどを、集まる学生でつくり合ったり、教え合うことが大きな学びになります。１人で勉強するだけでなく、コミュニケーションをとりながら勉強することで、意識が高まることが考えられます。

　また施設の管理人を時間帯等で変更し、若者が楽しく会話できるような環境をつくるようにする計画も検討していきます。

　以上で、ハッピーコミュニティ応援事業の発表を終わります。

○前田康太副議長　次に、この政策に対する質問や提案等があればお願いします。

　西尾議会事務局長。
○西尾泰昭議会事務局長　非常に前向きなコミュニケーションの活発化ということで、いい提案をいただいたというふうに思っております。参考とされた事例ということで、東京の文京区のビーラボの例を挙げておられますけれども、私も昨年度ちょうど現場に行く機会を得まして、ちょうどそこで活動しておられる方々とお話しする機会もあったんですけれども、そこでは若者のやりたいことをサポートするボランティアスタッフ、キャストという皆さんが、大学生の方々が非常にそこのビーラボで活動したいという、すごく強いモチベーションを持っておられて、キャストになることが自体が非常に大きなハードルといいますか、競争率だというふうにお聞きしました。また、教えてもらいたい若者についても、そうしたキャストに対して、ビーラボの自分たちのやりたいを実現する場所を利用したいという、双方のそうした気持ちのモチベーションが非常に両立して、うまく運営されているなというふうに思ったんですけれども、今、御説明いただいたハードとソフトの充実で、特にそうしたコミュニケーションを形成するための大きなツールとしては、人的なそうした配置、そして、そこに学生さんが行くに当たっての大きな動機づけとなるような、そうしたサポートが必要となってくるかというふうに思うのですが、そのあたりのお考えがもしありましたら、お教えください。
○村松里恵委員　少し相談の時間をいただきたいです。

　　　（相談）

○前田康太副議長　まちなみ情報センターチーム。

○村松里恵委員　質問いただきました事項ですが、まずは、まちなみ情報センター自体の認知度がまだ余り高くない傾向にあるので、まずは自分の友達や学校の友達など、近くの人から宣伝して、こういう事業をやっているんだけど、よかったらどうかなというふうに誘ってみたりなどして、口コミとかで広げていこうと思っています。

○前田康太副議長　ほかに質問はありませんか。
　三浦企画部理事。
○三浦　彰企画部理事　それでは、この、まちなみ情報センターの利用率を向上するために、さまざまなアイデアを提案していただき、ありがとうございます。
　この施設の利用状況をさまざまな角度から把握されていると思いますが、具体的に申し上げますと、来館者数、平成２６年度は約２万２，０００名、平成２７年度は２万５，０００名、そして今年度、平成２８年度はリノベーション後、増加傾向にあるというふうな状況でございます。そして、特に３階の会議室は平成２６年度、２７％だった利用率が４７％というふうな増加傾向、それから２階のパソコン教室に至っては、平成２６年度１０％前後だった稼働率が、昨年度、第１期の若者議会の皆様方の御提案後は２５％というふうに上昇しているという、こういった状況を踏まえて、ちょっと３点、御質問をさせていただきたいと思います。

　まず１点目、若者が集まるための提案をしておりますが、目標の来館者数、あるいは稼働率、こういったものを設定しているのであれば教えていただきたいと思います。
　３点まとめて御質問いたしますので、よろしいでしょうか。それでは２点目でございます。まちなみ情報センター、この施設につきましては、若者のためだけの施設ではございません。若者以外の人が集まりやすい工夫、そういったものの提案を検討されておられるでしょうか。
　それから、最後３点目ございます。新城の地域協議会、地域自治制度の地域協議会の方々と意見交換をしたというふうに聞いております。地域の方の意見を聞いてどのようなことを感じられたでしょうか。そして、その地域の方の意見をどのように政策に反映させるというふうに思われたのでしょうか。その予定があれば、お教えいただきたいと思います。

　以上、３点でございます。

○村松里恵委員　少し、相談の時間をいただきます。

　　　（相談）

○前田康太副議長　まちなみ情報センターチーム。
○村松里恵委員　まず１つ目の御質問に対してですけれど、１階は常に五、六人いてほしいようなイメージは固まっているのですが、具体的な数値については、今、検討中です。

　２個目の質問に対してですが、既に地域の方のほうが利用する時間が多いということは、チーム全体で把握しているので、あくまでも若者が利用する時間というのは夜間のほうが多いので、夜間を中心に変えていって、お昼については、また地域の方と意見を交換しながら、変えていけたらと思っています。

　３つ目の質問事項に関しましては、地域意見交流会に出た意見と、私たちがふだん議論している内容などが、とても似ているといいますか、若者だからとか、地域だからという意見の差がなくて、まだリノベーションの途中なので、地域の方から出る意見と、若者から出る意見がとても似ているので、まずは私たちが今、抱えている課題を解決していくことを優先して、そして第３期、第４期の方がまた地域の方と意見を交換して、変えていこうと思っています。

　以上です。

○前田康太副議長　時間となりましたので、これをもちまして、質問、提案を終了します。
　次に政策の方向性を検討いたしますので、まちなみ情報センターチームは自席にお戻りください。

　それでは、若者議会の委員の皆さんにお尋ねします。このハッピーコミュニティー事業について、発表された政策の概要に対し、納得し、市民におおむね説明できる方は青を、できない場合は赤のカードを席のホルダーに差してください。

　　　（カード挿入）

○前田康太副議長　それでは、意見のある方は手を挙げてください。
　山﨑ランサム委員。

○山﨑ランサム窓香委員　２点ほど意見があります。
　まず、目的のところに書いてある、新城市の魅力やイベントなどの情報が交換されるようにしたいというところなんですけど、今のこの概要のままだと、確かに利用率はふえるかもしれないんですけど、若者とか来た人の間での活発なコミュニケーションはもちろん、新城の魅力とかイベントの情報というのが交換されるような気がしないんですね、だからそのために、ある程度の例えばイベントの情報をたくさん公開できるを場所を設置するとか、ある程度のガイドが必要だと思うので、そういうところも検討していただきたいです。

　あと、人をたくさん、まちなみ情報センターに集めたいということだったら、ビーラボの視察には私も一緒に行ったんですけど、そのときに、ビーラボの方は地元の高校とかに行って、実際、こういうところができるからぜひ来てって何回もＰＲしにいったということを言っていたので、そういうふうなＰＲの仕方も考えていったらいいんじゃないかなと思います。

　以上です。

○前田康太副議長　山﨑ランサム委員の意見に対し、意見のある方はいらっしゃいますか。

　村松委員。

○村松里恵委員　御意見、ありがとうございます。イベントの情報の交換などについてなんですけど、今、まちなみ情報センター自体はチラシというか、ポスターがたくさん張ってある状態で、とても入りづらい印象があるとか、そういう意見をいただいていて、そのポスターなどを電子化、テレビとかで告知するようにしたいと考えているので、そこであわせてさまざまなイベントの宣伝もしていけたらなと思っています。

　以上です。

○前田康太副議長　ほかに意見のある方はいらっしゃいますか。

　河部委員。
○河部真子委員　まちなみ情報センターチームはまちなみ情報センターを若者が利用しやすい環境にしたりとか、利用率を上げたりしたいというのを目的に動いていると思うのですが、若者の、さっきの話を聞いていると若者の利用率は夜間が多いとのことで、やっぱりまちなみ情報センターがあいている時間というのは、昼間も結構長いと思うんですね。そう思うと、やっぱり昼間の利用率についても、もう少し政策の中に検討して入れていったほうがいいのではないかなとちょっと思ったというところがありまして、昼間の利用率を上げるには、若者の力だけでじゃ少し足りないのかもしれないなという疑問もまた出てきてしまうので、それについて、もう少し検討してみてほしいなと思いました。

○前田康太副議長　河部委員の意見に対し、意見のある方はいらっしゃいますか。
多田委員。

○多田琴香委員　貴重な意見をありがとうございます。

　今まで、まちなみ情報センターを使ってきた利用者の方々が、地域の方々が多いので、その地域の方々が利用するにも、今度は若者が利用するにも、若者の利用率を上げていくと同時に、地域の方々も利用しやすい環境をつくっていきたいと思います。

　以上です。

○前田康太副議長　ほかに意見のある方はいらっしゃいますか。

　伊藤委員。

○伊藤花音委員　私の周りの友達は、この、まちなみ情報センターのことも知らない人が多いし、入ったこともない人が多かったので、見た目にわかりやすいような看板をつけるということに賛成です。そして、私たち広報がもっとこの、まちなみ情報センターが行っていることをＰＲしていきたいと思います。

　以上です。

○前田康太副議長　ほかに意見のある委員はいらっしゃいますか。

　浅井委員。
○浅井謙吾委員　政策概要シートに書いてある目的の、いずれは世代をまたいだ交流が行われていくというふうに書いてあるんですけど、この政策の概要を見ても、若者を中心として考え方があり、この目的の世代をまたいだという交流はどのように行われていくのかが知りたいです。お願いします。
○前田康太副議長　この質問に対して意見のある方はいらっしゃいますか。
　多田委員。

○多田琴香委員　貴重な意見をありがとうございます。
　世代をまたいだ交流というのは、例えば、中学生の子がまちなみ情報センターに行って、あ、おもしろかったと思えて、また家族で会話をするときに、おじいちゃんやお母さんにそのことを話して、じゃ、私も、お母さんもおじいちゃんも行ってみようかなってなって、そのいろんな家庭でそのようなことが起こって、あなたもお孫さんに言われたのっていう感じで世代をまたいだ交流が行えるようにできたらいいなと思っております。

　以上です。

○前田康太副議長　ほかに意見のある委員はいらっしゃいますか。

　井上委員。
○井上友誉委員　私はこの案に賛成なんですけれども、１つだけ質問があります。政策概要シートの政策の概要のほうで、メンバーズカードのデザインを募集しますと書いてありますけれども、まずメンバーズカードをつくる条件的なのがあるのかというところと、そのメンバーズカードのデザインは若者議会内や、そのチーム内などで募集するのか、全体というか、普通に高校生とかにも応募してもらうのかというのを知りたいです。

○前田康太副議長　この質問に対して意見をお願いします。

　北尾委員。

○北尾希穂委員　現在もまちなみ情報センターにはメンバーズカードが一応あります。しかし、私たちのチームのほうでデザインを変えたいという意見と、開館時間などがわかりにくいという意見があったので、市民の皆さんからデザインを募集するとともに、私たちのほうで必要な情報を入れてメンバーズカードを新しくしたいと思っております。

　以上です。

○前田康太副議長　ほかに意見のある委員はいらっしゃいますか。

　中谷委員。

○中谷裕次市外委員　１つ提案になるんですけど、例えば、今、認知度が低い状態でもしかけをして、それで集めていくという話で、ボードゲームだとかというものはあったんですが、果たして、本当にボードゲームにどこまでが来るかというのは、若干、疑問がでてくる部分と考えています。

　そこで、例えば近くに駅があるので、駅も本数が多いわけじゃないから、駅の待合所的な形で、そこのお客さんたちを拾っていくような形とか、少し、位置づけというか、そういうものを変えて、そこの客を拾っていくことで、だんだん皆さんに認知度を広げていくだとかというふうなことも、もしかしたら可能なのかなと思いました。そのためには時刻表を設置したりだとか、５分前とかになったら、どこどこ行きの電車が来ますよというふうなアナウンスというふうなものがあると、市内の人間だけじゃなくて、市外、私は市外なんで、市外の人間たちは特に電車の時刻表とかも余りわからなかったするので、そういうふうなお客さんも拾えるかと思います。
　以上です。

○前田康太副議長　
時間となりましたので、２回目の意思表示を行います。発表したチームの政策の方向性について、今までのことを総合的に踏まえた上、このまま政策の方向性で進むべきと判断する場合は青を、政策の方向性をもう一度練り直したほうがいいと思う場合は赤のカードを挙げてください。

　　　（カードを挙げる）

○前田康太副議長　ハッピーコミュニティー応援事業については、若者議会から市長への答申事項として、今後より精度を高め、検討していくことといたします。承認いただける方は拍手をお願いします。

　　　（拍手）

○前田康太副議長　それでは、発表が終わりましたので、再度、議長に進行をお願いしたいと思います。村松議長、よろしくお願いします。
○村松里恵議長　まちなみ情報センターチームの発表が終わりました。
　次に、広報ＰＲチーム、新城勝舞隊です。メンバーは広報ＰＲチーム、新城勝舞隊です。メンバーは中村委員、伊藤委員、佐々木委員、河部委員、山下委員。中谷市外委員、横字市外委員、メンターとして、長坂さん、金田さん、夏目さん、加藤さん、小山さんです。
　政策名は若者議会ＰＲ事業です。
○中村有沙委員　今から、若者議会ＰＲ事業について提案します。
○伊藤花音委員　まず、このチームの名前は新城勝舞隊です。この名前は新城で勝負をするという気持ちでつけました。負けるという漢字をやめて、舞にしました。何事にも勝って舞いたいと思います。

　この政策のＰＲする対象は若者議会そのものです。ＰＲは何に関してもまず基本であると考えたため、この事業が必要だと考えました。１期生は本事業の土台を作成しました。２期生は広報のルールづくりを行っています。３期生には新城イコール若者議会のイメージをより強くできる活動をしてほしいと考えています。そして、若者議会をきっかけに新城市に興味を持っていただくことを狙いとし、市と若者議会の認知度向上を図ることを目指します。

○中村有沙委員　この事業の目的は今、お話ししたとおり、若者議会の認知度を向上し、若者議会の市内への理解者をふやすことです。

　また、新城市を若者が活躍するまちとして広め、市外の方に関心を持っていただき、足を運んでいただけるように働きかけます。

　次に、この事業の概要についてですが、活動の主体は事業を担当する委員自身です。過去の実績を踏まえ、３期生がＰＲ事業を継続して実施できるような計画を次のように提案します。

　まず、若者議会のホームページを通して、若者議会の活動内容を発信します。１期生の市外ＰＲチームの提案により、平成２８年度より若者議会ホームページが設立されました。私たち２期生は、自分自身でホームページの更新ルールを考え、運営していきます。３期生においても若者議会ホームページの更新を充実させることによって、アクセス数の増加を目指し、若者議会の存在をＰＲできるように計画しています。

　具体的には月１万のアクセス数を目指します。ホームページの内容としては、若者議会の紹介以外にも若者目線で市の魅力、人、場所、ふるさと納税ＰＲを取り上げたり、著名人インタビューの記事を載せることによって、関心を持っていない市内外の方にも見ていただけるようにしたいと思っています。新城市独自の組織である若者議会のＰＲを通して、市内のＰＲにつなげていきます。

○佐々木香奈実委員　次に、外部へお出かけをし、若者議会をＰＲします。委員自身が市外、県外へ出かけて対面で若者議会のＰＲをします。さらに次期委員の募集を呼びかけます。地元の中学校、高校、成人式等へ行き、ＰＲをします。同世代の方に若者議会への理解を深めていただき、次期委員の募集を呼びかけます。

○山下萌委員　そして、若者議会ＰＲ動画をつくります。３期生の制作、活動紹介、また４期生の募集に向けてのＰＲ動画をつくります。また、委員自身の活動以外の市への提案事項ですが、ＰＲすることにより、わかりやすい成果を出せるような仕組みづくりをできるように考えています。例えば、ふるさと納税などに関すること等を検討しています。

○河部真子委員　この事業の成果、効果ですが、新城市や若者議会の情報を市内外へ発信することで、市内の方に活動への理解を深めていただき、新城市への新たな可能性を感じていただけるのではないかと思います。若者だけではない、市民全体で新城市を盛り上げる力になれたらいいなと思っております。
○中谷裕次市外委員　最後に、私たちのチームからのメッセージなります。この新城市というものを世の中に広げていくためには、やはり、この若者議会というものは１つの鍵となってくると考えております。

　しかし、私たちの若者議会というものはまだ実力が伴っていなく、対外的に接していって、どんどん実力というものを養っていかないと思っております。

　そこで、私たちみんなＰＲ事業というふうなものを通して、対外的な人たちと接して、そして信頼も得ていき、この市民の皆様が我々若者議会の一人一人を誇りに思っていていただけるような、そういうふうな人材となっていただくようなことを考え、私たちは精進していきたいと思っております。

　以上となります。

○村松里恵議長　次に、この政策に対する質問や提案等があればお願いします。

　松本企画部長。

○松本博也企画部長　若者議会をＰＲしていただいて、さらには市の魅了も発信していただけるということで、大変ありがとうございます。

　この概要シートの中で成果をはかる指標として、ふるさと納税というふうに検討されているようですが、そのほかに指標をはかることをお考えでしょうか。

○中村有沙委員　少し話し合う時間をもらってもいいですか。

　　　（相談）

○村松里恵議長　広報ＰＲチーム。

○河部真子委員　まだほかのことについては検討中なんですが、私たちは一応、新城市のホームページと若者議会のホームページのアクセス数が増加するということを成果として考えているので、それにつながるような政策を今後検討していきたいと思っております。

　以上です。

○村松里恵議長　松本企画部長。

○松本博也企画部長　例えば、例に挙げていただいたふるさと納税なんですが、今もふるさと納税をふやすために、市ではいろいろなことに取り組んでいまして、少しずつ額がふえています。それで、皆さん方のＰＲの成果をはかるときに、どうしても額ではかることになると思うんですが、今までの市の政策として少しずつふやしてきたものと、皆さん方が頑張っていただいてふえた部分とがなかなか切り分けができないんじゃないかなというふうに心配するんですけど、その辺はいかがですか。

○河部真子委員　少し話し合う時間をいただいてもいいですか。

　　　（相談）

○村松里恵議長　広報ＰＲチーム。

○河部真子委員　今、ふるさと納税にある４つの項目があると思うんですが、その全てに若者議会の成果が少しずつ反映されてしまうようなところがありまして、それについて少しまだ、４つ全てに若者議会の項目が当てはまってしまう部分があるので、ちょっと項目自体をこれから変えていってもいいかもしれないという案が我々の中では出たんですが、それについてもまだ検討中でして、若者議会として、ふるさと納税に項目を設けていただきたいというのが我々の中での意見なんですが、それについてもまだ話し合いが足りていないので、今後考えていきたいと思っております。

○村松里恵議長　松本企画部長。

○松本博也企画部長　逆に私から提案しようかなと思っていたことを答えていただいたんで、ありがたかったんですけれども、例えば、今、環境とか福祉とか、いろいろ４つの項目があるんですけれども、その中で、例えば１つ、若者議会という項目をつけるというのも１つの案ですが、それですと若者議会の政策はどういったことをやっているのかというのがわからないまま寄附をするという、そういうことにもなりかねませんので、例えば、こういう図書館をいいものに変えていく期待、そういう政策に対して寄附をお願いしますというふうにやってもいいのかなと。方法はいろいろあると思いますので、また担当といろいろ意見交換をさせていただいて、進めていただければというのが私の提案です。ありがとうございました。

○村松里恵議長　ほかに意見はありませんか。

　片瀬総務部理事。

○片瀬雅好総務部理事　質問というよりも提案といいますか、情報提供なので安心して聞いていただきたいと思いますけれども、あと、まだ課題から政策チームの中間発表がありますけれども、３つ聞かせていただきまして、さまざまな検討、提案がありました。
　ＰＲの手法もさまざまで、皆さんそれぞれ情報ソースとか相談相手がいらっしゃると思うんですけれども、その１つと考えていただければいいと思いますが、現在、新城市、庁舎建設事業を進めていまして、そこで大手の設計事務所、それから施工業者との共同で設計を進めてきました。設計を進める中でさまざまな提案をいただいてきたわけなんですけれども、その提案の中には新城のＰＲに関するものですとか、市内のイベントへの積極参加なんかも提案もあるんですけれども、この企業は全国１万５，０００人規模の会社でございますので、若者議会に何か協力できることがあれば、御提案いただければもしかしたら何か実現できるかもしれないと思います。例えば、その会社の会社報で対談を載せるとか、かなりのＰＲ効果になるんじゃないかななんて思っています。
　それから、工事段階では市民向けの勉強会や現場見学会なんかもあるものですから、そうしたものも若者議会が何かかかわりたいということがあれば、御相談いただければと思います。

　それから、もう１つ、先ほど図書館リノベーションのところで時間がなくて言えなかったんですけども、設計業者というのはいろんな課題、先ほどいろんな質問をもらったと思うんですが、そんな課題をデザインで解決するという、そうしたものも仕事の１つなものですから、例えば、図書館のリノベーションの設計に関して何か意見交換をしたりとか、専門家の意見を聞きたいというようなことがあれば、また御相談いただければ、できるもの、できないものがあるかと思いますが、極力、協力できるようにしていきたいと思いますので、ぜひ御相談のほうをいただきたいと思います。提案ですのでお答えは要りません。

○村松里恵議長　ほかに意見はありませんか。

　西尾議会事務局長。

○西尾泰昭議会事務局長　平成２４年にニューカッスル・アポン・タイン、イギリスに行かれた世界新城アライアンス会議の若者のメンバーが海外の若者とまちのことについて議論ができなかったという悔しい思いが、今の若者政策の起点になっていると思われます。
　そうしたことで、その後もそうした若者のいろいろなまちづくりに対する議論というのが非常に重要だということがことしのカナダでのニューキャッスルでもそうしたことが展開されるというふうに思われます。

　そうしたことから、先ほど、外へ向かってＰＲというふうにおっしゃいましたけれども、もう１歩進んで、外の若者と議論の力を若者議会の皆さんつけていただくような、そのための渉外役というような役割で、皆さんが外へ出かけられて、いろんなところで若者同士の交流の場を広げながら、皆さんのそうしたいろんなまちづくりに対する意見表明、そうしたような力を発揮していただくということは非常に大事かなというふうに思って、ＰＲ、プラスアルファ、そうしたところの交流を広げるための、そうした動きもしていただけると非常にいいのかなというふうに思います。

　昨年３月には可児市の高校生が若者議会の行動、動きということについて視察に見えました。そうしたことから、そういう意識の高い若者のグループもたくさんお見えになると思いますので、そうしたところにぜひ交流の場を広げるような、そうした活動もしていただけたら非常に広がって、またＰＲチームの活動が広がるかなと思いますが、簡単にそれについてのお考えがあったら教えてください。

○中谷裕次市外委員　提案、ありがとうございます。
　実際に私たちもそういうことを考えていまして、例えば、若者ではないんですけど、ちょうど１週間近く前に東京大学の教育機関の中枢のところの先生たちとビーラボに行ったときと同時に意見交換とかをさせていただきました。それ以外にも、これから、例えば東京であったり、大阪であったり、どこか自分たちでミーティングルームを借りて、そこでほかの若者たちと交流していくということも実際に考えてはおります。ちょっと予算の関係上があるので、そこのところと相談しながら、ことしの活動は決めていきたいと思っております。また、来年もそういうふうな活動ができるように、やっぱりことし、実績というものがあると、来年も皆さん、動きやすくなり、そういうふうな土壌とかを高めていきたいと思っております。

　以上です。ありがとうございます。

○村松里恵議長　時間となりましたので、これをもちまして、質問、提案を終了します。

　次に政策の方向性を検討いたしますので、広報ＰＲチームは自席にお戻りください。

　それでは、若者議会の委員の皆さんにお尋ねします。この若者議会ＰＲ事業について、発表された政策の概要に対し、納得し、市民におおむね説明できる方は青を、できない場合は赤のカードを席のホルダーに差してください。

　　　（カード挿入）

○村松里恵議長　この事業に対し、意見のある委員はいらっしゃいますか。

　山﨑委員。
○山﨑ランサム窓香委員　１つだけ質問です。ことしはポスターをやらないんですか。１つ気になってて、今の政策の概要だと、インターネットにアクセスするか、実際、外部へ出かけた先とか、自分たちがＰＲに出かけた先の人たちにしか、若者議会のことを知ってもらえないような気がするんですけど、ポスターだったら、まちなかとか電車の中とかで張れば、ふだん、全く気にもしていないような人も、ふと目につくようになるのではないかと思っていたんですけど、新しくつくるとかそういうことは考えていないですか。

○村松里恵議長　山﨑委員の意見に対し、意見がある方はいらっしゃいますか。

　河部委員。
○河部真子委員　一応、ことしの予定の中ではつくろうかなという話は出ています。今回、提示させていただいたものは、一応、来年、３期生の予定なので、３期生がポスターをやるかどうかはまだ未定です。２期生はポスターはやりたいなというお話はしています。

　以上です。

○村松里恵議長　ほかに意見がある委員はいらっしゃいますか。

　加藤沙也果委員。
○加藤沙也果委員　今回の若者議会ＰＲ事業について、私はすごい賛成です。２点ほどちょっと私から提案があるんですけども、政策の概要のところにおいて、若者議会のホームページが設立されて、今後の若者議会の魅力だったり、新城の若者議会の状況だったりを発信していくということにおいて、やっぱりホームページとかというのはあらかじめ若者議会の存在を知っている人じゃないと開かないんじゃないかなというところがちょっと思ったので、そのために私たち自身、今、ツイッターだったり、フェイスブックだったり、身近な情報メディアがあると思うので、そういったところで若者議会のＰＲをしていくことはとても有力な手段として今後使えるのではないかなと思います。今、現在、ちょっと私自身もツイッターで新城の若者議会をフォローしてはいるんですけど、ちょっとタイムライン上に若者議会の情報が余り流れていないような気がするので、若者議会をやっている一個人として、私自身もですけど、ツイートしていったり、発信していったらもっといいのではないかなと思います。

　もう１点が、外部へお出かけして、若者議会をＰＲしますというようにあると思うんですけども、若者議会は新城だけじゃなくて名古屋にも実はあったりするというのを皆さん、今までの議会を重ねて御存じだと思うので、そういった外部の若者、ほかの市でも行われている若者議会の人たちと交流したり、そういった交流したことを発信していくことも１つのＰＲ事業として成り立つのではないかなと思います。

　以上です。

○村松里恵議長　ほかに意見のある委員の方はいらっしゃいますか。
　中谷委員。
○中谷裕次市外委員　先ほど、提案、ありがとうございます。
　実際に、我々、広報部はブログを書いていますので、そのブログを書いたときに、皆、ツイッターであったり、フェイスブックであったり、シェアしたりとかしています。それによって、大体、３０から４０ぐらいのシェア率というのを、それぞれ最低はとっております。

　次、２点目のほうの、若者議会、ほかの市でもあるという話なんですけど、恐らくほかの市は若者議会ではなくて、若者会議。若者会議というものは、そもそも皆が自分の地域の課題だとかを考えたり、こういうことをしたいなというふうな若者が集まって、有志で行われている。そこに対して、じゃ、市のところから何か財団を一つかませて、予算がおりたりしていって、予算というか、交付金とか助成金とかそういうふうなものなんですけど、そういうものがおりてという形が大半であって、実際、若者会議というのが全国でどこでも自然発生的になっているのが実態だと思っております。直接的に条例などが制定されて、そこに対して初めから予算をつけているところは、正直、ツーツーの関係のところで、来年も保証するから活動していいよというふうなことが、どちらかというゼネラルな感じだと感じております。

　以上です。
○村松里恵議長　ほかに意見のある委員の方はいらっしゃいますか。

　前田委員。
○前田康太委員　私は全面的には賛成の立場からなんですけれども、１つ、今回、いろいろ中間報告をしていただいた中で、市外だとか、若者議会をＰＲするというところの色がすごく強く印象を受けましたので、今回、市の取り組みとして若者議会がある上で、やっぱり市民の、住民の方だとか、そういったところの御理解というところは非常に重要だと考えています。今回も傍聴席にたくさんの市民の方々来ていただいているというところもあり、市外への色がちょっと強過ぎてしまうと、市内の人がちょっと無視されているような、そういう印象を受けてしまうようなことを、話を聞いた中で受けましたので、これは提案だとか、質問というわけではないんですけれども、そういったところを心がけていただいて、かつ、若者議会の斬新な取り組みというものをどんどん広めていっていただきたいなと思いました。

○村松里恵議長　前田委員の意見に対し、意見がある方はいらっしゃいますか。

　河部委員。
○河部真子委員　貴重な御意見、ありがとうございます。
　私たちのチームの中でも市外を中心にＰＲをするのか、市内を中心にＰＲするのか、何回も議論を重ねてきたんですが、やっぱりどちらも大事なＰＲの対象となっているという結果が出ていまして、一応、これからの活動として、チームの中で何人かのグループに分かれて、市内を中心に活動するグループ、市外を中心に活動するグループなどのように、いろんな取り組みによって中心となるメンバーを考えていこうという話し合いが出ております。なので、私はどちらかというと、市内に対する思いが強いので、市内へのＰＲは怠らないように頑張っていきたいと思っております。
　以上です。

○村松里恵議長　ほかに意見のある委員の方はいらっしゃいますか。
　近藤委員。

○近藤綾乃市外委員　私もこちらの意見は賛成なんですけれども、外部のほうに行って、広報ＰＲをされるということで、多分そちらのほうにいろんな方とのつながりができると思うんですが、そういったつながった方々と、まちなみ情報館の方々で、いろいろ内部の方でイベントをつくって盛り上げようとしているので、そういった方々とのつながりを若者議会だけにとどめずに、まちなみ情報館に来ている若者たち、若者ではなくて、市内のいろいろな方々につなげていただけると、よりおもしろいものができるかと思います。

○村松里恵議長　近藤委員の意見に対し、意見がある方はいらっしゃいますか。

　ほかに意見のある委員はいらっしゃいますか。

　それでは２回目の意思表示を行います。
広報ＰＲチームの政策の方向性について、今までのことを総合的に踏まえた上、このままの政策の方向性で進むべきと判断する場合は青を、政策の方向性をもう一度練り直したほうがいい場合は赤のカードを挙げてください。

　　　（カードを挙げる）

○村松里恵議長　若者議会のＰＲ事業については、若者議会から市長への答申事項として、今後より精度を高めて、検討していくことにしたいと思います。承認いただける方は拍手をお願いします。

　　　（拍手）

○村松里恵議長　ただいま方向性について決定しましたので、今後もより精度を高めて検討していくこととします。

　広報ＰＲチームの発表が終わりました。

　次に、課題から政策チーム、スプリングです。メンバーは中村委員、源委員、山﨑委員、前田委員、中山市外委員、近藤市外委員です。
　メンターとして、竹下さん、佐々木さん、山本さん、織田さんです。

　政策名は、もっくる新城×若者議会 ～もっくる、もっとくる事業～です。よろしくお願いします。
○中村春斗委員　ただいま御紹介にあずかりました、チームスプリングです。よろしくお願いいたします。
　私たちは新城市の課題を見詰め、政策をつくることで、その課題の解決を図ろうと、この４カ月間、活動してきました。

　まず初めに、私たちが行ったのは、地元、地域以外のことについて、市内外の委員の目線から、委員それぞれの知っている、新城市の魅力を共有しました。

　また、地域自治区の取り組みを調べたところ、各自治区では地域の方々がさまざまな活動をされており、新城市に住んでいる私たちが、新城の魅力について余りにも知らないこと、また知られていない魅力がたくさん眠っていることを感じ、これを課題にして政策の協議に取り組もうと思いました。この課題を解決することで、新城市の魅力に気づいていない市内外の方に魅力を伝えることができ、新城、奥三河を訪れる方がふえ、交流人口の増加を促すことが期待されます。

　テーマは助け合い、協力し合う、つながりのあるまち、新城の魅力を知ってもらう活動を起こす、です。このテーマを取り扱う場所として、これまでの会議の結果、新東名開通や、年間１００万人を超える非常に高い集客力を持つ、もっくる新城を拠点として、政策を展開していけば、新城の魅力を伝える上で、効果的な政策ができると考えました。

　また、観光集客が衰えない反面、現在は地元客の利用が減っているので、地元客の利用率向上が課題となっていることを、もっくる新城駅長の田原氏よりお伺いしました。私たちの課題をここで取り扱うことで、もっくる新城の地元客のリピート増加につながる可能性も秘めており、名鉄レストランの課題解決の相乗効果もあり、費用効果の高い場所であると認識しております。

　具体的に、もっくる新城の観光発信向上の政策として、もっくる新城から湯谷温泉へ行く観光客をふやす取り組みをし、新城市の観光収入の向上を図る案、現在、利用者が少ない棚田ステージを有効活用し、観光ＰＲを向上させる案、奥三河観光案内所のさらなる利用率向上を図る案、この３点について、初めに湯谷温泉導入案を前田委員より説明したいと思います。
○前田康太委員　もっくる新城から湯谷温泉へつなげる案について説明いたします。まずは、名古屋往復の高速バスをもっくる新城に停留してもらう取り組みを進めていきたいと考えております。この案については、既に市役所の関係課の方々で取り組みをされていると承知しておりますが、安全上、道路事情、運行規則上の問題が解決されていない限り、警察等から許可が難しい状況であると伺っております。

　もっくる新城へ高速バスが停留できるようになれば、名古屋からのもっくる新城利用客がふえることが予想されます。若者議会としても、ぜひこれが実現できるように、若者議会の立場からも後押しをしていきたいと思っております。

　また、これまでの高速バス利用者へ向けたアンケートを市役所の方で実施いただいておりますので、こちらに関しましては、本議会以降、さらなる高速バスの利用改善のために分析を図りたいと思います。

　高速バスの停留が可能となれば、市所有のゆ～ゆ～アリーナのシャトルバスを利用して、二次交通の確保も同時に進めていきたいと思っております。

　また、もっくる新城には湯谷温泉の湯を使った足湯があり、この足湯を楽しんでいる利用者に対して、温泉の魅力をしっかりと伝えられるような政策を検討中です。案としては、既設看板の設置場所の再検討、今の看板をアレンジした湯谷温泉ＰＲ、プロモーション映像を流すなどの環境の整備、これらの案を提案いたします。

　今後、関係課、関連事業から聞き取りを行い、具体的に取り組んでいきたいと考えております。

　湯谷温泉に関係する案の提案は以上です。

　次に、もっくる新城の機能強化について、山﨑ランサム委員、説明をお願いします。

○山﨑ランサム窓香委員　もっくる新城に来る地元のお客さんを大切にし、地元客のリピーターをふやすことも重要となると考えました。そこで、以下の取り組みについて提案させていただきます。先日、もっくる新城のバックヤードにある棚田ステージの利用客が少ないということを駅長さんから聞きました。そこで既存イベントである、もっくるシアターの映像整備を整え、新城で映画を見たいという地元客がもっくるに足を運べるような環境を整備します。上映前には新城市のＰＲ映像を流して、ここでも環境ＰＲの強化を図ります。

　その他の取り組みとして、奥三河観光案内所に若者目線の観光モデルをＰＲすることも検討しています。

　また、奥三河観光協議会の方にアドバイスをもらい、これからは新城のいろんなところにみずから足を運んで、みずからの目で新城を見ながら、さらなる課題や方向性を発見していければと考えています。

　以上です。

○村松里恵議長　次に、この政策に対する質問や提案等があればお願いします。

　竹下総務部長。

○竹下喜英総務部長　いい提案をありがとうございます。

　私からは質問とか提案というよりも、まず実態とお願いをお話しさせていただきたいと思います。７月１日から運行しております、名古屋高速バス、山の湊号の利用も考えていただきまして、まことにありがとうございます。しかしながら、今、お話がありましたように、バス停ですね、もっくるへの乗り入れということが次の２点において、今、許されていないという実情をまずお話しさせていただきたいと思います。
　まず、バスがワンマンバスということで、場内での人の往来が大変多いという、もっくるの駐車場のところが、多いということで、安全な運行が担保されないという運転手さん側の立場から、それは無理だよというお話があります。
　もう１つは、インターの前の交差点からちょっとカーブしております。もっくるに入れないなら、バス停をつくればいいじゃないかということで、バス停をつくるような努力もしたんですけれども、カーブしているということと、それぞれの出入り口の入り口から近いということで、こちらは道路通行の妨げや道路の横断などの交通安全の面から許可できないということで、警察署のほうから言われております。こうしたことから、大変困難な状況にあるということを、まず御理解をいただきたいと思います。しかしながら、新城市も運行前から、もっくるにはどうしても入れたい、もしくはその近くへとめたいというのを考えておりますので、一緒になって考えていきたいなというふうに思っております。
　それから、高速バスだけではなくて、市ではＳバスといって、１１路線いろいろ走らせています。その１１路線というのは、具体的にはおもに通学とか、通院とか、買い物など、交通弱者のための運行なんですけども、そうしたものを利用して観光地まで利用するということは大変有意義かなというふうに思います。Ｓバスの路線上には阿寺の七滝という名勝地や千枚田、設楽原の歴史資料館など、魅力的な観光施設がいっぱいあります。今後の交通政策、新城市をどうやって交通をうまく走らせるかということにおいても、観光資源と一緒になった利用促進が重要なテーマとなっておりますので、バスだけではなくて、また一方では飯田線ですとか、通常の他の公共交通機関も使った、利用したくなるような観光ルートというのを考えていただけたらいいなというふうに考えております。
　それから、バス自体はパズルみたいなものですので、ここに何分とまると、ここに何分行かなきゃいけないとかって、パズルみたいに考えると、すごくいろんな使い方ができるのかなということもありますので、一緒になっていいバス、高速バスもそうですし、Ｓバスも使った観光ルートなんかも考えていきたいなと思っておりますので、よろしくお願いします。

○村松里恵議長　ほかに意見はありませんか。
　古田産業振興部長。

○古田孝志産業振興部長　湯谷温泉、それから観光に着目していただきまして、大変ありがとうございます。
　概要シート、それから説明シート、ちょっと情報量が不足しておって、ちょっと理解できない部分がありますので、お許しいただきたいと思います。

　私のほうからは、まず１点、シャトルバスの運行について、ちょっとお聞かせいただきたいと思います。先ほど説明の中では、ゆ～ゆ～アリーナのマイクロバスを利用するというふうな御発言がありましたけれども、シャトルバスの１日の運行回数、往復はどのようにお考えなのか。

　それから、そのシャトルバスは有料なのか、無料なのか。年間の運行経費というのを試算しておるかどうかという３点を、まずお伺いさせていただきます。

○村松里恵議長　課題から政策チーム。

○前田康太委員　御質問ありがとうございます。
　まず、シャトルバスの運行については、あくまでも今の現状、私たちが考えているところは一次交通である高速バスの実施ができる状況の場合に、それに合わせた運行というのを考えているので、実質、その第一次交通としての高速バスが１回の利用になってしまった場合であれば、その高速バスに応じた１回ごとの運行になるかとは思います。

　その他、実際、利用客の人数の検証だとかというところは、まず高速バスの利用ができるかどうかというところが決まってから今後、検討していきたいと考えています。
　有償、無償と、経費についても、観光収入がどれぐらい見込めるかというところも関係課の方と相談しまして、検討したいと思っております。

○村松里恵議長　古田産業振興部長。

○古田孝志産業振興部長　今、ゆ～ゆ～アリーナのマイクロということで、単独のシャトルバス運行ということをお考えになっておるようですけれども、高速バス、土日、祝日は２往復ですよね。平日は３往復なんですけど、中間の時間が土日、祝日はありません。この空き時間を使って湯谷のほうにお客さんを回すというようなお考えがグループの中で御検討されたかどうか、すみません、お願いいたします。

○前田康太委員　一度、チーム内で意見をまとめたいと思います。よろしいでしょうか。

○村松里恵議長　許可します。

　　　（相談）
○村松里恵議長　課題から政策チーム。
○中村春斗委員　貴重な御意見、ありがとうございます。

　まだ、高速バスとＳバスの利用についてチーム内で検討中ですので、そこが決まってから、決めていきたいと思っています。これからの検討に入れさせていただきたいと思います。ありがとうございます。

○村松里恵議長　ほかに意見はありませんか。
　古田産業振興部長。

○古田孝志産業振興部長　それでは、シャトルバス以外のところでちょっとお伺いします。もっくる新城の機能強化の２番目のところで、観光モデルＰＲということで、若者目線の観光モデルルートを紹介しますというふうに書いてあります。皆さん、もっくるのほうに行かれて、観光案内等を運営をしております奥三河観光協議会の事務局長のお話を聞いたと思いますけれども、奥三河観光協議会では、新城市を含め、北設の３町村を奥三河ということで、７５のモデルコースをもう既につくっておって、ホームページ等で御紹介させていただいています。皆さんがそういう状況を知り得ている上で、若者目線の観光モデルルートというふうに言われるのであれば、どのような観光地を巡って、何をする、見る、食べる、遊ぶ、こういった具体的な若者目線の観光モデルルートというのをお示しいただけたら、非常にありがたいというふうに思いますが、いかがでしょうか。

○前田康太委員　チーム内で意見をまとめたいと思いますが、よろしいでしょうか。

○村松里恵議長　許可します。

　　　（相談）
○村松里恵議長　課題から政策チーム。
○山﨑ランサム窓香委員　御意見、ありがとうございます。奥三河観光協議会の安彦さんと話をしたのはおとついのことなんですけども、そのときに、まだたくさんのモデルルートがある中でも、若者の利用率が少ないということと、若者議会から若者目線の、若者が来たいと思うようなものを提案してほしいと言われたので、それをまだ検討している途中なんですけども、具体的なモデルコースというのはまだ考えていませんので、これから検討の対象にさせていただきます。ありがとうございます。
○村松里恵議長　時間となりましたので、これをもちまして、質問、提案を終了します。

　次に政策の方向性を検討いたしますので、課題から政策チームは自席にお戻りください。

　それでは、若者議会の委員の皆さんにお尋ねします。この、もっくる新城×若者議会　～もっくる、もっとくる事業～について、発表された政策の概要に対し、納得し、市民におおむね説明できる方は青を、できない場合は赤のカードを席のホルダーに差してください。

　　　（カード挿入）

○村松里恵議長　意見がある方は手を挙げてください。
　山下委員。

○山下　萌委員　私、先日、ちょうど、もっくるに行ったんですけど、ずっと行きたいなとは思っていたんですけど、実際に行こうと思ったのが、やっぱり遅くて、それに伴って、Ｓバスを利用とか、バスの運行とか、そういった目線で考えていただけるのはすごくありがたいなと思いました。
　もっくる、結構、認知度も多いとは思うんですけど、私の周りでは、まだ行ったことがないという人が多いので、人を集めるということを一番に考えてやっていってほしいなと思いました。全面的に賛成なので、応援しています。

　以上です。

○村松里恵議長　ほかに意見のある委員はいらっしゃいますか。

　佐々木委員。
○佐々木香奈実委員　棚田ステージの活用についての提案なんですけど、私は新城市のよさこいチームに所属していて、去年、何回かもっくる新城の棚田のステージのところで踊らせていただいたんですけど、ことしに入ってから全然イベントがないので、行っていただけると、新城市内にも４つのよさこいチームがあって、イベントをやると、豊川のチームだとか、豊橋のチームの方も来てくれるので、そうすると、よさこい目当てでもっくる新城に来てくる人もふえると思うので、ぜひ行っていただきたいです。
○村松里恵議長　ほかに意見のある委員はいらっしゃいますか。

　前田委員。

○前田康太委員　貴重な御意見をありがとうございます。

　先ほどの棚田ステージの件なんですけれども、もっくる新城の駅長さんのほうからも相談をいただいておりまして、やっぱり屋外ということで、天候とか気候の影響を受けやすく、なかなかもっくるに来た方がそちらのほうに足を運ぶ機会が難しいということなので、イベントを開くところもそうなんですけれども、バックステージに足を運んでもらえるようなアプローチのとり方というのも今後検討していきたいと思います。ありがとうございます。

○村松里恵議長　ほかに意見のある委員はいらっしゃいますか。

　それでは、２回目の意思表示を行います。発表したチームの政策の方向性について、今までのことを総合的に踏まえた上、このままの政策の方向性で進むべきと判断する場合は青を、政策の方向性をもう一度練り直したほうがいい場合は赤のカードを挙げてください。

　　　（カードを挙げる）

○村松里恵議長　もっくる新城×若者議会～もっくる、もっとくる事業～については、若者議会から市長への答申事項として、今後より精度を高め、検討していくこととしたいと思います。承認いただける方は拍手をお願いします。

　　　（拍手）

○村松里恵議長　ただいまの方向性について決定しましたので、今後もより精度を高めて検討していくこととします。

　次に、市長から御挨拶をいただきます。
○穂積亮次市長　皆さん、大変お疲れさまでした。緊張もし、またいろいろなことの思いもめぐらせた約２時間近くになりますけれども、新しい体験を積んでいただけたと思います。
　また、我々にとりましても、昨年度の第１期の若者議会の進め方と比べましても、随分と改善といいますか、前進したように思います。

　各グループの提案について、私ども執行部のほうから、かなり突っ込んだ質問をさせていただいたのも、去年ももちろんそうさせていただきましたけども、ことしはさらにもう少しいろんな視点を加えて質問させていただいたこと、それから議場の中でカードを使ってそれぞれの意思表明をしていただいた上で、さらにいろいろな視点を各委員から練り上げて、投げかけていただいたこと、こうしたことを通じて、若者政策、若者議会が着実に前進していること並びに、具体的な施設のリノベーションですとか、あるいはＰＲ、さらには最後のもっくるの問題もそうですけれども、まちづくりに具体的な手応えに変わっていく、変えていく、目に見えた成果、果実を得るところに進もうとしているなということを実感させてもらいました。
　若者議会は昨年、第１期が立ち上がりました。昨年は立ち上がったというだけでニュースになりました。ちょうど１８歳の選挙権ということも大きく取り上げられた時期でもありましたし、それから人口減少時代の中で、若者や女性が活躍できる社会をつくろうということを国、政府も標榜するようになりました。そういうところから、去年立ち上がった若者議会に対しては世間の、社会の大きな注目も集めましたし、さまざまな視察等々も受けてきました。

　今もそれは変わらないわけなんですけれども、つまり日本で初めて条例で若者議会を定めたこと、そして、そこにかなり多額の予算をつけて、その予算の使い道を政策として若者みずからが考えていくこと、そしてそれを市長に提案をして、議会の承認を得て、現実に執行していくこと、こういう一連の仕組みが、サイクルがつくり上げたわけですけれども、それができ上がった、つくられた、新城という地でできたということそのものがニュースでした。

　そのためには、若者議会をつくろうと、あるいは若者政策を実現していこうと本気で考えた君たちの先輩方、第１期生がいたことによって、それが実現できました。

　そして、その新城で若者議会ができたというニュースは全国に駆けめぐって、今も各地から視察に見えたり、あるいは担当の職員が大学や他の自治体に呼ばれて話をする機会が大変多くなっています。

　そして、ことしの１１月ぐらいになると思いますけれども、新城市の若者政策、そのテーマだけでまとめた本が出版される予定とも聞いています。

　こうした一連の出来事の中で、若者議会の注目が集まったわけですけれども、２期目以降はそれだけでは足りなくなってきます。実際に若者議会がどう動き、実際にまちをどう変え、実際に新城市政に新しい柱を加えていくのか、こういうことに大きな注目が集まるでしょうし、我々もまたそこに全力を挙げていかなければなりません。
　若者議会をつくるときに、私どもも皆さんに申し上げたわけですけれども、我々はこれは本気でやっていくつもりだと。人口減少、地方創生という時代の中で、若者と女性が活躍できる社会をつくらずしては、新城市の未来はないし、大げさに言えば日本の未来もない。そういう思いの中で、若者議会には、若者政策は、本気で進めていくというつもりでやってまいりました。これは今も変わりはありません。
　そして、第２期以降は具体的なまちづくりの形にしていただいて、そしてそれを我々も受けとめ、市民全体がそれを応援し、後押しをしていく、そういう段階、ステージに入っていくと思います。

　もはや、新城市の若者議会は新城市だけのものではなくなりつつあります。新城市の若者議会の行方が日本の若者政策、若者議会の行方を決めるとまでは言いませんが、大きく左右することになるとも思いますし、そこで得られたいろんな教訓、プラスの面もマイナスの面も含めて、それを日本の多くの皆さんに伝えていかなければいけない、そんな新しい責任も私どもは今、感じているところです。

　そして、きょうの皆さんの議論を聞いて、着実にまちを変える力に、そして具体的な施策に落とし込んでいく力に、皆さんの熱意が結びつこうとしている、結実しようとしていることも実感させてもらいました。

　そして、またきょうもテーマに議論の中で出ましたけれども、３期生のことを皆さんがもう既に考えてもらっているということについて、とてもうれしく、また頼もしく思いました。若者議会は続けていくことに１つの大きな価値があります。続けていくためには、君たちはいずれ若者を卒業するわけですので、新しく若者に入ってくる子たちに参加してもらうこと。そして、その新しい世代がまた新しい知恵を出して、次々と積み重ねていって、歴史を塗りかえていくこと、そういうことを繰り返していかなければなりません。

　そういう意味で、今、第２期の皆さんは第１期の活動も意識し、それをどういうふうにつなげていくのかという。また自分たちがそれをどう具体化していくのかということとともに、次の第３期の人たちをどう募っていくのか。そして、どうその人たちに新しい次のものを引き継いでいくのかを考えながらの仕事をやっていただいていると思います。
　それこそが、若者議会のパワーでもあります。若者というのは人生の一時期でありますので、その一時期を次々とくぐってくる次の世代のためにも、皆さんの活力を大いに生かしていただきたいと思います。

　それから、９月１８日から１週間ほどかけて、カナダのクラリントンというところで、ニューキャッスルアライアンス、世界新城会議が開催されます。その中にも、この中から何人かのメンバーが参加してくれると聞いています。世界の若者たちとの交流が深まっていくと思いますし、そこでできた交流が、また新しいパワーを生んでいくように思います。
　２０１８年、再来年、２年後にはでき得るならば新城で世界ニューキャッスルアライアンスの会議を開催したいというふうにも思っています。ぜひ、皆さんがその中で世界の若者たちを取り仕切るぐらいの知恵と力とパワーも身につけられるように、また一緒になって頑張っていきたいと思います。

　新しい試みであるがゆえに、それを続けていくことの大切さ、そしてそれを積み重ねていって、輪を広げていくことの大切さを皆さんが実際の中で学んでいただけていると思います。

　そして、今、ちょうど台風の季節ですけれども、何といっても、大きく輪を広げるには、中心の気圧が台風の場合は低いという低気圧というわけですけれども、低気圧と言ってはいけないので、熱気がそこに凝縮した力がある台風であればあるほど、影響が広がっていきますので、皆さんの熱気が他の若者世代に伝わっていくことを心がけていきたいと思います。
　そして、どうか皆さん、これからの若者議会の活動に大きく自信を持ってもらって、胸を張ってこの議場の中でも、また各地へ出向いても話を続けていってほしいと思います。皆さんのこれからの前途に、また若者議会のすばらしい未来を確信させてくれたきょうの会議に感謝をし、またここまで多分、何日も何日も議論を重ねてきたと思いますけれども、さらに精度を上げていくということが、きょう、皆さんの中で議決されましたので、１１月ですか、市長への建議の時期はもう決まっていますので、そこに向かって４つの政策がさらに精度が上がって、１１月のときには私どもがびっくりするような形で提案していただけることを心から期待して、きょうのお礼とさせていただきたいと思います。
　本当にお疲れさまでした。ありがとうございます。
○村松里恵議長　ありがとうございました。

　きょうの中間発表はどのチームにとっても、意義のあるものとなったと思います。私も実際にまちなみ情報センターチームとして発表の場に出させていただき、いま一度、自分たちの政策の方向性を冷静に、客観的に見ることができ、もう一度、一からではありませんが、政策を考えていこうというやる気が出たと思います。

　これからもチーム同士などの連携もとっていき、１１月の答申に、これが若者議会の政策だと自信を持って言えるような政策を発表できるようにしたいと思います。

　これをもちまして、第７回新城市若者議会を閉会させていただきます。

　　　閉　会　　午後８時18分

